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ど
ん
な
ま
ち
に

　
ど
ん
な
ま
ち
に

　
し
た
い
で
す
か
？

　
し
た
い
で
す
か
？

初のワールドカフェ方式！　
　　　　　　議会報告・意見交換会

報告します　政務活動費の使い道
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教えて っすケケロロ

初
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
！

初
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
！

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

■■��

幅
広
い
世
代
の
方
が
参
加

幅
広
い
世
代
の
方
が
参
加

■
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
の
進
め
方

　
１
月
２１
日
、
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
議
会
報
告
・
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
幅
広
い
世
代
の
参
加

者
か
ら
意
見
を
聴
き
、
話
し
合

い
を
深
め
る
た
め
、
昨
年
１２
月

に
行
っ
た
議
員
研
修
会
に
引
き

続
き
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
®
認
定
講
師
の

工
藤
美
季
さ
ん
に
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
（
進
行
）
を
お
願
い

し
、
小
グ
ル
ー
プ
で
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
語
り
合
う

「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
」
で

の
懇
談
会
を
初
め
て
行
い
ま
し

た
。

　
「
天
童
市
の
未
来
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
午
前
と
午
後
の
２

回
開
催
し
、
高
校
生
や
子
育
て

世
代
な
ど
幅
広
い
方
か
ら
参
加

を
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

参
加
者
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
自

己
紹
介
後
、
次
の
流
れ
で
議
論
を
深

め
て
い
き
ま
し
た
。

① 

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意
見
を
付
箋
に

記
入
し
て
１
人
ず
つ
説
明
し
ま

す
。
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
課
題
が

出
た
時
は
書
き
足
し
て
い
き
ま
す
。

② 

メ
ン
バ
ー
は
、
進
行
役
を
残
し
て

他
の
テ
ー
ブ
ル
に
異
動
し
ま
す
。

残
っ
た
進
行
役
が
概
要
を
紹
介

し
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
か
ら
意
見

を
も
ら
い
、
付
箋
に
書
き
足
し
て

い
き
ま
す
。

③ 

異
動
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
元
の
グ

ル
ー
プ
に
戻
り
、
他
の
グ
ル
ー
プ

で
見
て
き
た
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
な
が
ら
内
容
を
磨
き
上
げ
て
、

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
点
を
紙
に
ま
と

め
ま
す
。

④ 

参
加
者
全
員
の
前
で
グ
ル
ー
プ
の

代
表
が
発
表
し
ま
す
。

ワールドカフェってなぁに？ＱＱ
 �ワールドカフェとは、カフェのような
リラックスした雰囲気で行われる話し
合いで、小グループ単位で自由に対話
し、話し合いを発展させていく手法です。

ＡＡ
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高校生も参加してくれました

■
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
通
し
て

■■����

ア
ン
ケ
ー
ト
で

ア
ン
ケ
ー
ト
で

　　
い
た
だ
い
た
ご
意
見

い
た
だ
い
た
ご
意
見

　
今
回
、
初
の
試
み
と
な
っ
た
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
方
式
で
の
議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
は
、
高
校
生
や
２０
代
、
３０
代
な
ど
、
若

い
世
代
の
方
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
は
終
始
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
議
員

は
、
天
童
市
の
未
来
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
今
回
の
意

見
交
換
会
を
通
じ
て
お
互
い
の
意
識
や
考

え
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
の
あ
る

報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
他
の
テ
ー
マ
で
も
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
今
後
も
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

〇 

議
会
や
議
員
に
対
す
る
内

容
も
話
し
合
い
た
か
っ
た
。

〇 

事
前
に
今
回
の
内
容
が
分

か
れ
ば
よ
か
っ
た
。

〇 

広
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
の

で
、
も
っ
と
狭
い
テ
ー
マ

に
す
る
と
、
よ
り
深
い
意

見
交
換
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

〇 

従
来
と
は
大
き
く
変
化
し

た
会
合
で
有
意
義
だ
っ
た
。

〇 
こ
う
い
っ
た
意
見
交
換
会

を
多
く
実
施
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
意
見
や
ア
イ

デ
ア
が
望
め
る
の
で
は
な

い
か
。

〇 

議
員
と
和
や
か
に
話
す
機

会
は
本
当
に
有
意
義
だ
と

思
う
の
で
、
ま
た
参
加
し

た
い
。
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３月定例会３月定例会
　令和４年度第７回市議会定例会（３月定例会）
は、２月２７日から３月２０日までの２２日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議では、市長提出の報告案件１件
と人事議案３件について同意しました。また、
令和４年度各会計補正予算議案７件を原案のと
おり可決しました。令和５年度各会計予算や条
例議案計１９件が上程され、予算特別委員会及び
所管常任委員会に付託し、審査を経て最終日の
本会議で採決が行われました。
　また、最終日に、報告案件１件の報告があり、
補正予算議案、一般議案及び条例議案各１件が
上程され、採決が行われました。
（採決結果は１４ページに掲載してあります。）

　市政に対する一般質問は、３月２日・３日の２日間の日程で、１４人の議員が行いました。
　保育士の処遇改善や、市立図書館のあり方などについて、市長や教育長等の見解を求
めました。※議員の原稿をそのまま掲載しています。

【 審 査 日 程 】
月　日 内　　容

２／２７（月） 本会議（�会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

３／２（木）
３／３（金） 本会議（市政に対する一般質問）

３／６（月） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
３／７（火） 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）
３／８（水） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
３／９（木）
　～１４（火） 予算特別委員会（付託案件の審査）

３／１５（水） 予算特別委員会（討論、表決）
３／２０（月） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

質
問
者
と
質
問
事
項

日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

【
石
垣　
昭
一 

議
員
】

学
校
給
食
に
つ
い
て

【
伊
藤　
和
子 

議
員
】

�

保
育
士
の
処
遇
改
善
と
保
育
環
境

の
整
備
に
つ
い
て

�

小
・
中
学
校
で
の
児
童
生
徒
の
不

登
校
の
現
状
と
改
善
策
に
つ
い
て

【
山
口　
桂
子 

議
員
】

�

医
療
的
ケ
ア
児
等
の
支
援
に
つ
い
て

【
佐
藤　
孝
一 

議
員
】

�

本
市
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
取
組
み
に
つ
い
て

【
古
澤　
義
弘 

議
員
】

�

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に
つ
い
て

【
佐
藤　
俊
弥 

議
員
】

�

分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
つ
い
て

【
武
田　
正
二 

議
員
】

�

児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
教
育
に

つ
い
て

【
水
戸　
芳
美 

議
員
】

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し
定

住
に
結
び
つ
け
て
は
ど
う
か

清
新
会

インターネットで議会中継

https://www.city.tendo.yamagata.jp/congress/

【
鈴
木　
照
一 

議
員
】

�

魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

�

本
市
の
教
育
相
談
に
つ
い
て

【
笹
原　
隆
義 

議
員
】

�

市
民
生
活
の
安
定
・
安
心
に
向
け

た
対
策
に
つ
い
て

【
三
宅　
和
広 

議
員
】

�

災
害
発
生
時
の
取
組
み
に
つ
い
て

�

快
適
な
公
共
ト
イ
レ
と
す
る
た
め

の
取
組
み
に
つ
い
て

【
遠
藤　
喜
昭 

議
員
】

�

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

�

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
へ
の
応
援
に

つ
い
て

【
野
口　
さ
つ
き 

議
員
】

�

任
意
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

�

遺
族
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

【
狩
野　
佳
和 

議
員
】

�

市
立
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

て
ん
ど
う
創
生
の
会

会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員

市政に対する一般質問
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３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問

学
校
給
食
食
材
の

学
校
給
食
食
材
の

調
達
状
況
は

調
達
状
況
は

Q
輸
入
小
麦
を
使
用
し
た
パ
ン
や
パ
ス
タ
か
ら

除
草
剤
の
成
分
で
あ
る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出

さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
学
校
給
食
に
使
わ
れ
て

い
る
小
麦
粉
は
大
丈
夫
か
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
の
パ
ン
に
使
う
小
麦
を
国

産
や
県
産
に
切
り
替
え
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
が
、
本
市
で
切
り
替
え
る
考
え
は
な
い
か
。

A
学
校
給
食
の
パ
ン
は
、
公
益
財
団
法
人
山
形

県
学
校
給
食
会
が
調
達
し
た
小
麦
粉
を
使
用

し
、
県
学
校
給
食
会
と
委
託
契
約
し
た
業
者
が

製
造
を
行
っ
て
い
る
。
農
林
水
産
省
や
検
疫
所

が
行
う
輸
入
小
麦
の
検
査
に
合
格
し
た
も
の
を

購
入
し
て
い
る
の
で
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
学
校
給
食
で
の
県
内
産
小
麦
の
使
用
に
は
、

小
麦
の
安
定
的
な
確
保
や
購
入
価
格
が
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
食

材
の
地
産
地
消
を
進
め
て
お
り
、
県
内
産
小
麦

に
つ
い
て
も
、
県
学
校
給
食
会
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

山や
ま

口ぐ
ち　

桂け
い

子こ

議
員

Q
昨
年
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業

に
取
り
組
ん
だ
が
、
国
が
い
う
３
㌫
９
０
０
０

円
の
賃
上
げ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
声

が
聞
か
れ
る
。改
善
策
の
効
果
を
ど
う
み
る
か
。

A
昨
年
２
月
か
ら
９
月
ま
で
全
額
国
負
担
で
実

施
さ
れ
、
１０
月
か
ら
は
施
設
型
給
付
費
の
制
度

に
な
っ
た
。
制
度
上
、
施
設
の
児
童
数
や
職
員

数
に
よ
り
１
人
当
た
り
の
改
善
額
に
施
設
ご
と

に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

Q
保
育
士
の
配
置
基
準
は
６０
年
放
置
さ
れ
た
ま

ま
。
保
育
の
現
状
か
ら
配
置
基
準
の
改
善
は
喫

緊
の
課
題
。
地
方
自
治
体
か
ら
国
を
動
か
し
て

ほ
し
い
。

A
保
育
士
の
配
置
基
準
見
直
し
は
必
要
。
山
形

県
、
東
北
の
市
長
会
で
も
こ
う
い
う
課
題
が
出

て
い
る
。
全
国
市
長
会
に
も
届
い
て
い
る
の

で
、
国
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
と

保
育
士
の
処
遇
改
善
と

配
置
基
準
見
直
し
を

配
置
基
準
見
直
し
を

医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
を

医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
を

災
害
時
に
守
る
に
は

災
害
時
に
守
る
に
は

Q
令
和
３
年
９
月
に
施
行
さ
れ
た
医
療
的
ケ
ア

児
支
援
法
に
お
い
て
は
、
病
気
を
抱
え
る
子
ど

も
を
育
て
る
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
、
健
や
か

な
成
長
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
家
族
の
離
職

を
防
止
す
る
と
あ
る
。
市
の
今
後
の
対
応
は
。

A
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の
情

報
共
有
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
協
議
の
場
と

し
て
、
村
山
地
域
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
連
絡
会

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

Q
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
避
難
訓
練
の
実
施

や
、
個
別
避
難
計
画
に
お
け
る
避
難
先
で
の
医

療
機
器
に
必
要
な
電
源
の
確
保
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

A
個
別
の
避
難
訓
練
等
は
現
在
の
と
こ
ろ
実
施

し
て
い
な
い
。
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
要
支
援
計
画
や
防
災
計
画
の
枠
組
み
の

中
で
策
定
し
て
お
り
、
避
難
の
際
の
電
源
確
保

ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
は
保
護
者
の
意
向
も
踏
ま
え
て
一
人

一
人
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

１

詳しくはコチラ

２

詳しくはコチラ

３

詳しくはコチラ

石い
し

垣が
き　

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

伊い

藤と
う　

和か
ず

子こ

議
員
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佐さ

藤と
う　
孝こ

う

一い
ち

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
Ｃ
Ｎ
）の
取
組
み
は

（
Ｃ
Ｎ
）の
取
組
み
は

議
員

Q
Ｃ
Ｎ
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
は
。

A
豊
か
な
環
境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
令

和
４
年
２
月
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
行
っ
た
。
取
組
み
の
一
環
と
し
て
公
用
車
に

電
気
自
動
車
及
び
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車
を
導
入
し
た
。
ま
た
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
気
候
変
動
に
関
す

る
記
念
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
、
今
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
。
今
後
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

導
入
の
検
討
、
電
気
自
動
車
等
の
計
画
的
な
導

入
な
ど
を
進
め
る
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等

の
普
及
促
進
策
と
し
て
補
助
対
象
を
事
業
所
に

も
拡
大
す
る
。
環
境
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
実
践
で
き
る
よ
う
積

極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。　

Q
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
今
後
の
方
針
は
。

A
将
来
的
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
を
想
定
し

て
い
る
。
過
去
に
諸
条
件
が
整
わ
ず
受
け
入
れ

が
で
き
な
い
事
例
が
あ
っ
た
。
将
来
に
向
け
て

施
設
が
整
う
よ
う
、
市
と
し
て
も
働
き
掛
け
を

し
て
い
き
た
い
。

佐さ

藤と
う　
俊と

し

弥や

議
員

Q
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
等
が
後
を
絶
た
な

い
。
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
被
害
者
や
家
族
、

遺
族
の
方
々
は
、
直
接
の
被
害
だ
け
で
な
く
、

経
済
的
な
問
題
や
精
神
的
な
苦
痛
に
耐
え
て
い

る
。
被
害
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
中
長

期
に
わ
た
り
必
要
な
支
援
が
提
供
さ
れ
る
た
め

に
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
被
害
者
支
援
の
確

固
と
し
た
基
盤
が
必
要
で
あ
る
。
今
、
最
も
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
犯
罪
被
害
者
に
特
化
し

た
条
例
の
制
定
で
あ
る
と
思
え
る
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

A
犯
罪
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
及
び
そ
の

家
族
に
対
し
て
は
、
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
対
し
、
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
支
援
が
切
れ

目
な
く
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。今
後
、国
、

県
、
民
間
団
体
と
の
役
割
分
担
を
精
査
し
、
市

と
し
て
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
た
め
に
講
じ

得
る
施
策
等
に
つ
い
て
も
、
関
連
機
関
、
民
間

支
援
団
体
と
の
連
携
の
あ
り
方
、
市
民
を
含
め

た
関
係
者
と
の
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
も
含

め
、
調
査
・
研
究
を
し
て
条
例
の
必
要
性
を

し
っ
か
り
と
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

古ふ
る

澤さ
わ　
義よ

し

弘ひ
ろ

犯
罪
被
害
者
に

犯
罪
被
害
者
に

寄
り
添
っ
た
施
策
を

寄
り
添
っ
た
施
策
を

議
員

市
民
病
院
と
ド
モ
ス
の

市
民
病
院
と
ド
モ
ス
の

情
報
は
ど
こ
で
得
る
？

情
報
は
ど
こ
で
得
る
？

Q
市
民
病
院
の
診
療
体
制
等
の
情
報
は
、
市
報

な
ど
で
も
周
知
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
目

を
通
さ
な
い
市
民
も
い
る
。
見
な
い
人
が
悪
い

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
。
Ｐ
Ｒ
や

周
知
へ
の
工
夫
は
。

A
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
多
様
な
広
報

と
情
報
発
信
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
民

病
院
で
は
、
高
齢
化
の
進
行
に
対
応
し
た
地
域

医
療
学
習
講
座
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
診
療
体
制
等
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

Q
ド
モ
ス
利
用
の
周
知
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、

利
用
者
が
増
え
る
と
高
齢
者
の
自
家
用
車
も
不

要
に
な
る
。
車
両
の
維
持
に
か
か
る
費
用
も
な

く
な
る
の
で
、
免
許
返
納
も
促
進
さ
れ
、
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

A
交
通
機
関
が
発
達
し
て
、
自
家
用
車
に
頼
ら

な
い
で
生
活
が
で
き
る
、
そ
う
い
っ
た
環
境
が

あ
る
こ
と
が
一
番
理
想
で
あ
る
。
将
来
的
に
は

自
家
用
車
を
持
た
な
く
て
も
生
活
が
で
き
る
、

環
境
に
も
人
に
も
優
し
い
社
会
の
構
築
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問

４

詳しくはコチラ

５

詳しくはコチラ

６

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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児童生徒のための天童市教育委員会

児
童
生
徒
に

児
童
生
徒
に

寄
り
添
っ
た
教
育
を

寄
り
添
っ
た
教
育
を

武た
け

田だ　
正し

ょ
う

二じ

議
員

Q
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相

当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

が
、
平
成
２８
年
１２
月
に
公
布
さ
れ
た
。

　
そ
の
目
的
の
一
つ
に
は
、
不
登
校
児
童
生
徒

に
対
す
る
教
育
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
児
童
生
徒
に
と
っ
て
は
、
親
以
上
の

影
響
力
の
あ
る
学
校
で
あ
り
、
教
師
で
あ
る
。

心
の
支
え
と
し
て
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
ほ

し
い
対
応
を
望
む
が
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

A
子
ど
も
の
不
安
や
悩
み
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
教
育
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

鈴す
ず

木き　
照し

ょ
う

一い
ち

議
員

Q
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
一
定
の
期
間
移
住

し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
や
地
場
産
品
の

開
発
な
ど
、
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

定
住
を
図
る
取
組
み
で
、
隊
員
１
人
当
た
り
の

経
費
は
上
限
４
８
０
万
円
ま
で
特
別
交
付
税
措

置
で
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
数
の
制

限
が
な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
面
で
大
い
に
助
か

る
制
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
任
期
が
切
れ
た
後

も
定
住
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
移
住
定
住
の
観

点
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
隊
員
を
募
集
し
て
は

ど
う
か
。

A
現
在
、
行
政
課
題
の
解
決
の
た
め
、
４
人
の

隊
員
が
活
動
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
移
住
定

住
の
観
点
も
視
野
に
入
れ
て
募
集
を
し
て
い
く
。

Q
隊
員
の
募
集
テ
ー
マ
と
し
て
、「
天
童
高
原

の
自
然
を
楽
し
む
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
促

進
」「
将
棋
の
駒
や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
特
産
品

開
発
」「
遊
休
農
地
を
借
り
農
業
振
興
」
な
ど

で
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

A
効
果
が
期
待
で
き
る
分
野
で
は
、
活
用
を
し

た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
や
し

定
住
に
結
び
つ
け
て
は

定
住
に
結
び
つ
け
て
は

水み

戸と　
芳よ

し
　
み
　美

議
員

新
た
な
工
業
団
地
整
備
と

新
た
な
工
業
団
地
整
備
と

宅
地
整
備
の
方
向
性
は

宅
地
整
備
の
方
向
性
は

Q
地
域
経
済
の
活
性
化
と
安
定
し
た
雇
用
の
場

を
確
保
し
、
魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
こ
の
度
、
本
市
９
番
目
の
工
業

団
地
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
た
な
工

業
用
地
の
適
地
と
し
て
荒
谷
地
区
が
選
定
さ
れ

た
が
、
今
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

A
新
た
な
工
業
団
地
に
は
、
若
者
や
子
育
て
世

代
の
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う

な
魅
力
的
な
雇
用
を
創
出
す
る
、
製
造
業
を
は

じ
め
と
し
た
優
良
な
企
業
の
誘
致
を
進
め
て
い

く
。
最
短
で
令
和
８
年
度
に
分
譲
を
開
始
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
天
童
市
国
土
利
用
計
画
（
案
）
に
、
定
住
人

口
確
保
に
よ
る
既
存
集
落
の
活
力
維
持
と
生
活

拠
点
の
適
切
な
配
置
と
示
さ
れ
て
い
る
。
新
工

業
団
地
整
備
に
合
わ
せ
、
荒
谷
地
区
の
定
住
人

口
を
維
持
し
、
持
続
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
市
が
主
導
し
て
新
た
な
宅
地

整
備
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
荒
谷
地
区
の
宅
地
整
備
は
、
各
種
土
地
利
用

計
画
に
基
づ
き
、
適
正
な
土
地
利
用
に
よ
る
移

住
者
の
誘
導
を
図
り
、
民
間
資
本
に
よ
る
開
発

許
可
制
度
の
活
用
を
促
し
て
い
く
。

３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問

７

詳しくはコチラ

８

詳しくはコチラ

９

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

に
、
一
人
一
人

の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
適

切
か
つ
き
め
細

か
な
支
援
の
充

実
が
図
ら
れ
る

よ
う
指
導
し
て

い
く
。
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笹さ
さ

原は
ら　
隆た

か

義よ
し

物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

高
騰
に
更
な
る
支
援
を

高
騰
に
更
な
る
支
援
を

議
員

Q
物
価
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
市
民
の
家
計
負
担
は
重
く
な
っ
て
い

る
。
電
気
代
も
高
騰
し
て
お
り
、
市
民
生
活
の

安
心
を
守
る
た
め
に
も
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A
昨
年
９
月
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

を
、
今
年
１
月
に
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
・
灯
油
専

用
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
た
。

国
の
支
援
策
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
適
時
対

応
策
を
推
進
し
て
い
く
。

Q
全
市
民
に
一
律
で
配
れ
る
支
援
策
の
検
討
は
。

A
当
然
検
討
は
し
た
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
け

た
場
合
の
経
済
効
果
の
方
が
大
き
い
の
で
、
１

人
１
冊
必
ず
購
入
で
き
る
形
を
と
っ
た
。

Q
市
民
生
活
に
直
結
す
る
水
道
光
熱
費
、
特
に

電
気
代
は
値
上
が
り
し
て
市
民
へ
の
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
。
電
気
代
、
ま
た
は
水
道
代
の
支

援
は
で
き
な
い
の
か
。

A
近
隣
自
治
体
で
も
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を

減
額
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
お
り
、
本
市
の
場
合
は
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

遠え
ん

藤ど
う　
喜よ

し

昭あ
き

議
員

Q
大
地
震
発
生
時
、
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
な
い

状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
簡
易
ト
イ

レ
は
必
要
な
備
蓄
品
で
あ
る
が
準
備
さ
れ
て
い

な
い
。
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
非
常
備
蓄
品
を
各

家
庭
で
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
防
災
訓
練
な
ど
の
機
会
に
、
簡
易
ト
イ
レ
を

備
蓄
品
の
一
つ
と
し
て
周
知
し
て
い
く
。
ま

た
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
地
域
で
行
わ

れ
る
行
事
の
中
に
防
災
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り

入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

Q
災
害
発
生
時
に
安
否
不
明
者
の
氏
名
を
公
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
助
の
迅
速
化
が
図
ら
れ

る
。
人
的
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、
安

否
不
明
者
の
氏
名
を
速
や
か
に
公
表
す
る
必
要

が
あ
る
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。
現
時
点
で
、
家
族
の
同
意
が
な
く
て
も
公

表
す
る
方
針
を
と
る
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

A
災
害
発
生
時
の
安
否
不
明
者
の
氏
名
等
の
公

表
は
、
現
在
策
定
中
の
国
の
指
針
、
県
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
定
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い

く
。
た
だ
し
、
緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い
場
合

は
公
表
で
き
る
の
で
、
必
要
な
と
き
は
総
合
的

に
判
断
し
、
県
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

三み

宅や
け　
和か

ず

広ひ
ろ

大
地
震
発
生
に
備
え
た

大
地
震
発
生
に
備
え
た

具
体
的
な
対
応
を

具
体
的
な
対
応
を

議
員

モ
ン
テ
新
ス
タ
建
設
へ

モ
ン
テ
新
ス
タ
建
設
へ

更
な
る
市
民
応
援
の
拡
大
を

更
な
る
市
民
応
援
の
拡
大
を

Q
昨
年
３
月
に
新
ス
タ
ジ
ア
ム
が
本
市
に
決
定

し
１
年
が
経
過
。
開
幕
２
連
勝
と
幸
先
良
い
ス

タ
ー
ト
を
き
っ
た
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を
、
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
と
し
て
Ｊ
１
昇
格
に
向
け
こ
れ
ま
で
以

上
に
市
民
応
援
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
世
代

の
垣
根
の
な
い
盛
り
上
が
り
を
通
し
て
交
流
や

仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
コ
ロ
ナ
後
の
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
く
上
で
も
重
要
。
ま
た
、
建

設
促
進
に
も
つ
な
が
る
。
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

A
好
評
を
得
て
い
る
市
民
応
援
デ
ー
を
、
５
月

と
７
月
の
２
回
計
画
。
モ
ン
テ
応
援
隊
や
公
民

館
活
動
を
後
押
し
し
な
が
ら
応
援
の
雰
囲
気
の

醸
成
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
５
月
１７
日
の
平

日
に
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
初
開
催
の
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
の
取
組
み
に
参
加
を
予
定
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
小
・
中
・
高
生

を
対
象
に
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
会
場
を
多

様
な
学
び
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。
２
０

０
０
人
を
超
え
る
児
童
・
生
徒
の
参
加
を
見
込

ん
で
お
り
、
若
年
層
の
フ
ァ
ン
を
開
拓
し
て
、

幅
広
い
世
代
に
応
援
の
輪
が
広
ま
り
仲
間
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問

１０

詳しくはコチラ

１１

詳しくはコチラ

１２

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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遺
族
の
負
担
軽
減
の
た
め

遺
族
の
負
担
軽
減
の
た
め

お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
を

お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
を

野の

口ぐ
ち

さ
つ
き
議
員

Q
お
悔
や
み
窓
口
と
は
、
身
近
な
人
が
亡
く
な

ら
れ
た
後
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
に
寄

り
添
う
窓
口
で
あ
る
。
手
続
き
に
は
、
健
康
保

険
や
介
護
保
険
な
ど
の
公
的
な
も
の
に
加
え
、

水
道
や
ガ
ス
、
電
気
な
ど
生
活
全
般
に
及
ぶ
。

死
亡
後
の
手
続
き
は
多
岐
に
わ
た
り
、
慣
れ
な

い
手
続
き
が
多
い
た
め
、
遺
族
の
方
の
精
神
的

な
負
担
も
大
き
い
。
市
民
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
市
民
に
寄
り
添
う
お
悔

や
み
窓
口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
お

悔
や
み
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
し
て
は
。

A
本
市
は
、
福
祉
関
係
や
税
関
係
な
ど
、
市
役

所
内
で
の
手
続
き
が
主
に
１
階
の
各
課
で
行
わ

れ
る
。
専
用
の
窓
口
を
設
け
る
た
め
に
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
場
所
の
確
保
や
新
た

な
人
員
の
配
置
が
必
要
に
な
る
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
お
悔
や
み
窓
口
の
設
置

の
予
定
は
な
い
。
配
布
し
て
い
る
「
死
亡
届
提

出
後
の
主
な
手
続
き
の
ご
案
内
」
の
内
容
を
充

実
さ
せ
、新
た
に「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
、
深
い
悲
し
み
の
中
で
手
続
き
を
行

う
遺
族
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
令
和
５
年
度
、
市
立
図
書
館
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
基
本
計
画
策
定
の
予
定
だ
が
、
計
画

に
入
れ
る
機
能
と
設
備
、
付
加
価
値
と
は
。

A
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
で
自
動
貸
出
返
却
シ
ス
テ

ム
、
電
子
図
書
、
音
楽
配
信
、
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
の

導
入
を
検
討
す
る
。
周
辺
に
多
く
の
公
共
施
設

が
あ
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
や
学
習
の
場
と
し

て
付
加
価
値
の
創
造
や
周
辺
施
設
と
の
連
携
を

検
討
す
る
。

Q
全
国
的
に
図
書
館
が
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

単
な
る
読
書
だ
け
で
な
く
、
会
議
や
展
示
、
多

種
の
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
賑
わ
っ
て
い
る
。
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
広
さ
、
高
さ
、
場
所
に
限
度

が
あ
り
、
新
た
な
創
造
に
は
限
界
が
あ
る
と
考

え
る
。
新
時
代
の
図
書
館
を
創
造
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
移
転
新
築
す
べ
き
で
あ
る
。

A
現
図
書
館
は
、
過
去
に
賞
を
頂
戴
し
た
特
徴

あ
る
建
物
で
、
立
地
場
所
も
含
め
市
民
に
定
着

し
親
し
ま
れ
て
き
た
。
市
民
に
愛
さ
れ
、
育
ま

れ
て
き
た
図
書
館
の
良
い
部
分
を
残
し
、
よ
り

利
用
し
や
す
く
、
新
た
な
付
加
価
値
を
生
む
施

設
に
す
る
た
め
、
移
転
新
築
で
は
な
く
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
望
ま
し
い
。

市
立
図
書
館
を

市
立
図
書
館
を

移
転
新
築
す
べ
き
で
な
い
か

移
転
新
築
す
べ
き
で
な
い
か

狩か
　
の野　
佳よ

し
　
か
ず和

議
員

３月定例会　一般質問３月定例会　一般質問

１３

詳しくはコチラ

１４

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

　現 人権擁護委員の奥山
泰子氏（干布）が、令和５
年６月３０日をもって任期満
了になることに伴い、後任
として花輪祐子氏（下荻野
戸）を推薦することに同意
しました。

　現 固定資産評価審査委
員会委員の滝口順一氏（泉
町）が、令和５年３月１３日
をもって任期満了になるこ
とに伴い、再び同氏を選任
することに同意しました。

　現 監査委員の奥山吉行
氏（交り江）が、令和５年
３月３１日をもって任期満了
になることに伴い、再び同
氏を選任することに同意し
ました。

人権擁護委員の
推薦に同意

固定資産評価審査委員会
委員の選任に同意監査委員の選任に同意
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令和５年度
当初予算

一般会計・特別会計・企業会計一般会計・特別会計・企業会計
総額　４９４億８７０万円総額　４９４億８７０万円

　３月定例会の予算特別委員会では、令和５年度
当初予算について審査が行われました。審査で交
わされた質疑の主な内容についてお伝えします。

天童駅前に新たなモニュメントを作る理由は。
既存のものを移設しても良いのでは。

小中学校の防犯カメラの配置状況は。カメラはどこまで映
すことができるのか。また、誰が確認するのか。

消防団員の報酬が増額されるが、一方で消防団を支える地
域のなり手不足が深刻である。今後の方針は。

Q

Q

Q

天童の玄関であるＪＲ天童駅前に、将棋のまち
を内外にＰＲするシンボルが必要である。著名

今回の整備で市内全ての小中学校に配置され
る。職員玄関と昇降口を映すカメラとインター

一般団員の報酬額を年額３万６５００円に増額し、班長、部長、
副分団長もそれぞれ増額する。団員募集のＰＲ活動に力を

Ａ

Ａ

Ａ

将棋を未来に　新シンボルの設置

学び舎
や

の守り　防犯カメラ

消防団の精鋭化に向けて

な棋士に協力をお願いして、将来にわたり長年愛され
るものを作りたい。

ホン、モニターを備え、職員室に配置されるモニター
では多くの職員が映像を確認することができる。

入れる一方で、消防自動車や機材の配置を進めて省力化を図り、
災害等に対応できる能率的な組織づくりを目指す。

将
棋
の
ま
ち
天
童

将
棋
の
ま
ち
天
童

��

駅
前
に
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

駅
前
に
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
を
整
備

を
整
備
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他市ではふるさと納税をめぐる事件があったが、寄附者
の信頼を得る方策は。

太陽光発電システム設置支援事業の拡充の内容は。
後から蓄電池を付けた場合は対象となるのか。

見直しの主な点と、その周知のやり方は。

Q

Q

Q

事業概要、申請の期限、周知方法は。Q

事業所への指導に力を入れ、返礼品の検品チェックを強
化することで、品質の維持向上に努める。寄附者に喜ん

補助対象を従来の住宅のみから事業所にも拡大する。太
陽光パネルと同時に導入した場合を対象とするので、蓄

自治会などの地域団体が敬老会を実施する場合、対象者
１人に１５００円の交付金を交付する。敬老金は対象を満８０

夫婦の一方が４０歳未満の世帯、中学生以下の子どもがい
る世帯、市外からの転入世帯が家を新築した際に補助を

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

信頼の天童ブランド　ふるさと納税

事業所も対象に　太陽光発電補助

敬老会・敬老金の見直し

住むならてんどう！　住宅新築に応援

でもらえる返礼品づくりに励みたい。

電池のみの導入は補助の対象外となる。

歳から数え年７７歳に引き下げて口座振込となる。変更内容につ
いては、市報掲載のほか、関係者への丁寧な周知に努める。

行う。長期優良住宅等には加算がある。申請は入居してから１
年以内とする。転入者向けにウェブサイトや雑誌などへの掲載
を考えている。
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児童生徒の快適な学校生活のための関連予算など児童生徒の快適な学校生活のための関連予算など
一般会計１０億１６７万円等を可決（３月補正予算）一般会計１０億１６７万円等を可決（３月補正予算）

　３月定例会初日の２月２７日、令和４年度補正予算
案が提出されました。この予算には、老朽化した小
学校トイレの改修や小中学校の照明設備のＬＥＤ
化、学校給食センターの炊飯施設や食物アレルギー
対応給食調理室の整備（事業は令和５年度に繰り越
して実施）などが計上されており、採決の結果、全
会一致で可決されました。

議会のうごき議会のうごき（１月１６日～４月１５日）
■１月
　１７日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合

議会　議会運営委員会
　２１日　議会報告・意見交換会（午前・午後開催）
　２４日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合

議会　議会全員協議会
　３１日〜�２月２日　清新会研修・先進地視察

（東京都、神奈川県）
■２月
　６日　市内学童保育関係者との懇談会
　７日　市長要請各派代表者会
　８日　�市長要請環境福祉常任委員会（天童市

民病院の経営状況について）
　９日　総務教育常任委員会協議会
　　　　環境福祉常任委員会協議会
　　　　経済建設常任委員会協議会
　１０日〜�１２日　あばしりオホーツク流氷まつ

り（議長、事務局長／北海道網走市）
　１４日　�市長要請全員協議会
　　　　��東根市外二市一町共立衛生処理組合

議会　議会運営委員会
　１７日　議会運営委員会
　１９日　関東天童会総会（議長、事務局長／東京都）
　２０日　�東根市外二市一町共立衛生処理組合

議会　全員協議会・定例会
　２７日〜３月２０日　第７回市議会定例会
　２７日　広報委員会

■３月
　８日　�市長要請経済建設・環境福祉常任委

員合同協議会（天童市食育・地産地消
推進計画の概要について）

　１５日　�市長要請全員協議会
　　　　各派代表者会
　　　　広報委員会
　１７日　議会運営委員会

■４月
　５日　�議会運営委員会
　　　　広報委員会
　１３日　広報委員会

　３月定例会最終日の３月２０日、追加の補正予算案が
提出され、可決されました。この補正予算では、温泉
等に関する権利購入事業（天童最上川温泉ゆぴあ）と
して１億４１８６万５０００円を計上して、令和５年度に繰り
越すものです。

３月定例会最終日
追加の補正予算を可決

お詫びと訂正

（正）公益社団法人
　　 天童市シルバー人材センター

（誤）公益財団法人
　　 天童市シルバー人材センター

　令和５年２月１日発行の議会だより１７９
号１０ページ中に誤りがありました。お詫び
して訂正します。正しくは次のとおりです。

12令和５年５月１日発行令和５年５月１日発行



料金体系の見直しにより
　利用者の増加を図る

総
務
教
育

議
員
と
消
防
団
員
の

報
酬
を
増
額

総
務
課
長　
議
長
は
５０
万
２
０

０
０
円
に
、
副
議
長
は
４４
万
７

０
０
０
円
に
、
議
員
は
４２
万
円

に
増
額
し
、
今
年
の
秋
に
予
定

さ
れ
る
市
議
会
議
員
選
挙
後
の

議
員
報
酬
か
ら
適
用
す
る
。

消
防
課
長　
消
防
団
員
は
３
万

６
５
０
０
円
に
、
班
長
は
３
万　

７
０
０
０
円
に
、
部
長
は
３
万

８
０
０
０
円
に
、
副
分
団
長
は

４
万
５
５
０
０
円
に
増
額
し
、

団
長
、
副
団
長
、
分
団
長
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
額

と
す
る
。

Q
議
員
報
酬
を
審
議
し
た
天
童

市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
は
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
か
。

A
議
員
報
酬
の
増
額
に
関
し

て
は
特
に
異
論
が
な
く
、
報
酬

改
定
に
よ
り
、
市
民
の
た
め
に

働
こ
う
と
す
る
意
欲
の
あ
る
人

が
増
え
て
、
よ
り
良
い
天
童
市

に
な
る
の
で
あ
れ
ば
賛
成
だ
、

と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。

環
境
福
祉

出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
を
引
き
上
げ

保
険
給
付
課
長　
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
現
行
の
４０
万
８
０
０
０

円
を
４８
万
８
０
０
０
円
に
改
め

る
。
産
科
医
療
補
償
制
度
掛
金

相
当
分
の
１
万
２
０
０
０
円
を

加
算
し
て
、
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
の
支
給
額
を
５０
万
円
と

す
る
も
の
。

Q
死
産
の
場
合
は
ど
う
な
る

の
か
。
ま
た
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
山
形
県
出
産
支
援
給
付
金

は
ど
う
な
る
の
か
。

A
妊
娠
１２
週
か
ら
一
時
金
の

支
給
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、

山
形
県
出
産
支
援
給
付
金
は
、

県
か
ら
令
和
５
年
３
月
３１
日
を

も
っ
て
終
了
す
る
旨
の
通
知
を

受
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
３
月

出
産
分
ま
で
の
手
続
き
は
４
月

以
降
も
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

経
済
建
設

健
康
増
進
施
設
の
料
金
を

利
用
し
や
す
い
も
の
に

商
工
観
光
課
長　

R

リe�p

プ
レ
イ

lay!�
T

テ

ン

ド

ウ

EN
D
O

の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
プ
ー
ル
を
利
用
し
な
い

場
合
の
料
金
を
新
た
に
設
置
し
、

プ
ー
ル
利
用
の
あ
る
・
な
し
で

区
分
し
て
回
数
券
を
発
行
す
る

も
の
。

Q
回
数
券
は
購
入
者
し
か
使

用
で
き
な
い
の
か
。ま
た
、プ
ー

ル
利
用
者
と
そ
う
で
な
い
人
を

ど
う
や
っ
て
区
分
す
る
の
か
。

A
回
数
券
は
本
人
以
外
の
家

族
や
同
伴
者
も
使
用
で
き
る
。

ま
た
、
プ
ー
ル
を
利
用
し
な
い

料
金
を
払
っ
た
人
が
プ
ー
ル
を

利
用
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

識
別
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

　３月定例会では、議案８件について各常任委員会へ審査を付託しました。
　また、最終日３月２０日の本会議では、各委員長が審査状況について次の
とおり報告しました。

常任委員会　議案を審査しました常任委員会　議案を審査しました

　
３
月
２０
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▼

議
第
７２
号

　



天
童
市
特
別
職
に
属
す
る
者

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

討
　
論

　

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
・

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
る
物
価
高
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
医

療
費
の
増
加
な
ど
、
市
民
の
負

担
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
議
員
報

酬
の
増
額
を
行
お
う
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
議
会
費
の
中
で
、

現
在
の
報
酬
総
額
を
超
え
な
い

範
囲
で
の
改
正
を
す
べ
き
で
あ

り
、
超
え
る
改
正
に
つ
い
て
は

反
対
で
あ
る
。

　
な
お
、
市
民
・
地
域
に
貢
献

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
消
防

団
員
の
報
酬
増
額
に
つ
い
て
は

賛
成
で
あ
る
。

〈
反
対
〉渡
辺
　
博
司
議
員
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議案番号 件　　　　　名 結　果

議第７０号 令和５年度天童市民病院事業会
計予算

原案可決
（全会一致）

議第７１号 令和５年度天童市公共下水道事
業会計予算

原案可決
（全会一致）

議第７２号 天童市特別職に属する者の給与に
関する条例の一部改正について

原案可決
（賛成多数）

議第７３号 天童市手数料条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第７４号 天童市健康増進施設の設置及び管理
に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第７５号 天童市敬老金支給条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第７６号 天童市国民健康保険条例の一部
改正について

原案可決
（全会一致）

議第７７号 天童市立公民館の設置及び管理に
関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第７８号
天童市地域交流・活性化セン
ターの設置及び管理に関する条
例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第７９号
天童市立高原の里交流施設の設
置及び管理に関する条例の一部
改正について

原案可決
（全会一致）

議第８０号 天童市監査委員の選任について 同　　意
（全会一致）

議第８１号 天童市固定資産評価審査委員会
委員の選任について

同　　意
（全会一致）

議第８２号 人権擁護委員の推薦につき意見
を求めることについて

異議なし
（全会一致）

議第８３号 令和４年度天童市一般会計補正
予算（第１０号）

原案可決
（全会一致）

議第８４号 物損事故に係る損害賠償の額の
決定について

原案可決
（全会一致）

≪委員会提出議案≫

第７回定例会（２月２７日～３月２０日） 〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１１号
天童市固定資産評価審査委員会
委員の選任についての承認を求
めることについて

承　認

報第１２号 物損事故に係る損害賠償の額の決定
についての専決処分の報告について 報　告

議第５４号 令和４年度天童市一般会計補正
予算（第９号）

原案可決
（全会一致）

議第５５号 令和４年度天童市国民健康保険
特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第５６号 令和４年度天童市介護保険特別
会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第５７号 令和４年度天童市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第５８号 令和４年度天童市工業団地整備
事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第５９号 令和４年度天童市民病院事業会
計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第６０号 令和４年度天童市公共下水道事
業会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第６１号 令和５年度天童市一般会計予算 原案可決
（賛成多数）

議第６２号 令和５年度天童市国民健康保険
特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第６３号 令和５年度天童市用地買収特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第６４号 令和５年度天童市財産区特別会
計予算

原案可決
（全会一致）

議第６５号 令和５年度天童市介護保険特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第６６号 令和５年度天童市市民墓地特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第６７号 令和５年度天童市後期高齢者医
療特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第６８号 令和５年度天童市工業団地整備
事業特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第６９号 令和５年度天童市水道事業会計
予算

原案可決
（全会一致）

提出された議案とその結果
令和４年度第７回市議会定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。

議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第３号

天童市議会の個人情報の保護に
関する条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議案等に対する議員の賛否一覧表
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
佐
藤　
孝
一

五
十
嵐
浩
之

野
口
さ
つ
き

古
澤　
義
弘

熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

鈴
木　
照
一

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

村
山　
俊
雄

清 無 無 清 清 て て て 清 て 清 清 清 無 無 清 清 共 清 清 共 無

議第６１号 令和５年度天童市一般会計
予算 〇 ○ 〇 〇 〇 × ○ ○ 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議第７２号
天童市特別職に属する者の
給与に関する条例の一部改
正について

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に所属していない議員

（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）

14令和５年５月１日発行令和５年５月１日発行



※田麦野地域は、山口地域と合同で市立山口公民館で開催します。

会派（議員）名 人数
（人）

交付額
（円）

項　　　目　（円） 返還額
（円）調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 合　計

清 新 会 １１ １，７１６，０００ １，４０８，２４２ ５４，１３０ ２，８５７ ０ １，４６５，２２９ ２５０，７７１
てんどう創生の会 ４ ６２４，０００ １０３，２４０ １８３，６２７ １，４２０ ９３，９１０ ３８２，１９７ ２４１，８０３
日本共産党天童市議団 ２ ３１２，０００ ０ ０ ０ ０ ０ ３１２，０００
松 田 光 也 １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ ０ １５６，０００
狩 野 佳 和 １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ ０ １５６，０００
野口さつき １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ ０ １５６，０００
五十嵐浩之 １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ ０ １５６，０００
村山俊雄（議長） １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ ０ １５６，０００

合　計 ２２ ３，４３２，０００ １，５１１，４８２ ２３７，７５７ ４，２７７ ９３，９１０ １，８４７，４２６ １，５８４，５７４

　政務活動費は、地方自治法の規定に基づいて、議員の調査研究その他の活動を行うために必要な経費の一部と
して、議員に交付されるものです。本市議会では次のように取り扱っています。

←ホームページで
　チェック

●議員１人につき１カ月当たり１万3000円（年額１５万6000円）。
●会派単位で交付（会派に所属しない議員は個人に交付）。
●使い道は調査研究費、研修費、資料作成費や資料購入費など。
●�年度終了後、速やかに全支出の領収書を添付した報告書を議長に
提出し、不用額は返還する。

※�報告書等は市ホームページで公開し
ていますので、どうぞご覧ください。

議会の活動状況や特に議論になった話題などについて報告するとともに、意見交換を行います。ぜひ、ご参加ください。
テーマ「地域の課題などについて」

時間　午後７時から
場所　各市立公民館

１　
班

５月１５日（月）　山　　口
５月１６日（火）　天童中部
伊藤和子　水戸芳美　佐藤孝一

２　
班

５月１５日（月）　蔵　　増
５月１６日（火）　天童南部
山崎諭　狩野佳和
熊澤光吏　古澤義弘

４　
班

５月１５日（月）　干　　布
５月１６日（火）　津　　山
水戸保　遠藤喜昭
野口さつき　五十嵐浩之

５　
班

５月１５日（月）　長　　岡
５月１６日（火）　寺　　津
石垣昭一　山口桂子
佐藤俊弥　笹原隆義

６　
班

５月１５日（月）　荒　　谷
５月１６日（火）　高　　擶
鈴木照一　遠藤敬知　渡辺博司

３　
班

５月１５日（月）　天童北部
５月１６日（火）　成　　生
松田光也　武田正二　三宅和広

報告します　政務活動費の使い道

お越しください　議会報告・意見交換会

※会派の人数は、令和５年３月３１日現在の人数です。

（●：調査研究費　■：研修費）

◆令和４年度政務活動費

会派 月　日 参加
人数 目　的　地 内　　　　容

清　
新　
会

７月１４日〜１５日 １１

慶應義塾大学先端生命科学研究
所（鶴岡市）
ヤマガタデザイン（同）
キッズドームソライ（同）
つるおかランドバンク（同）

山形大学農学部（同）

●�最先端のバイオテクノロジー技術を応用した研究内容につ
いて
●全国から選んでもらえるまちづくりの取組みについて
●民間活力によるまちづくりの事例について
●�ＮＰＯ法人による中心市街地の空洞化対策と空き家対策等
の事例について
●果樹の最新農業技術と農産物の鮮度保持技術について

９月２６日〜２８日 １１
埼玉県熊谷市
群馬県富岡市
栃木県那須塩原市

●シティプロモーション及び移住定住の促進について
●�世界遺産「富岡製糸場」を核としたまちづくりについて
●議会改革の取組みについて

１０月１１日〜１３日 １ 全国市町村国際文化研修所
（滋賀県） ■３日間コース　「人口減少社会における議会の役割」

１月３１日〜２月２日 １１
内閣官房（東京都）
厚生労働省・文部科学省（同）
神奈川県立図書館（神奈川県）

●こども家庭庁の概要
●�放課後こども教室と放課後児童クラブの連携
●�施設の概要と書籍等の貸出業務以外の取組み

て
ん
ど
う

創
生
の
会

１０月３１日 ４ 秩父地域おもてなし観光公社（埼玉県）●歴史的建造物を活用した古民家再生ホテルの取組みなど
１１月１日〜２日 ４ 市町村職員中央研修所（千葉県）■市町村議会議員特別セミナー②
１月１０日〜１１日 ３ 市町村職員中央研修所（千葉県）■市町村議会議員特別セミナー③

◆調査研究費、研修費の内容（先進地視察、研修会参加など）

特集２
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三中総合文化部の皆さん

今回今回のの表紙イラスト表紙イラスト 作者紹介作者紹介

旬旬のトピックス 追跡！成生第二児童クラブ

　今回の表紙のイラストは、三中３年
の奥山華穂さん（写真前列右から４番
目）から作品を制作していただきまし
た。ありがとうございます。
　奥山さんに作品について聞いてみま
した。

奥
おく

山
やま

　華
か

穂
ほ

さん（三中３年）

いろいろな５月のイメージを描きました。鯉のぼりや
兜、かしわ餅でこどもの日を連想することができ、後
ろに５月に咲く菖蒲を描きました。

作品の説明をお願いします。Ｑ
Ａ

制作で力を入れた点や難しかった点は。
特に力を入れた点は、構図です。何がどこにあるか分
かるように描きました。難しかった点は、色です。細
かい所まで影の色を塗りました。

Ｑ
Ａ

より良いまちづくりのために一言。
私たちのような若い世代の人もまちづくりに参加し、
絵の人物のような明るい笑顔になれるようなまちにし
ていければと思います。どの世代も関係なく、みんな
でまちづくりをしたいです。

Ｑ
Ａ

６月定例会の
日程
６／５ 月 本会議（初日）

６ 火

７ 水

８ 木 本会議（一般質問）

９ 金 本会議（一般質問）

１０ 土

１１ 日

１２ 月

１３ 火 常任委員会

１４ 水 常任委員会

１５ 木 予算特別委員会

１６ 金

１７ 土

１８ 日

１９ 月 本会議（最終日）

中継あり

※�請願の締め切りは５月２６日（金）正午の
予定です。
※�日程は変更になる場合があります。詳
しくは議会事務局までお問い合わせく
ださい。

【広報委員会】委員長　水戸 　保　副委員長　山口 桂子　委員　伊藤 和子・渡辺 博司・佐藤 俊弥・熊澤 光吏・古澤 義弘

　令和４年度予算で整備を行った成生第二児童クラブが昨年１１月に
落成し、児童たちは新しい施設で放課後や休日の時間を過ごしてい
ます。
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